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特 集

（一社）岐阜県産業環境保全協会

令和７年度 事 業 計 画 書
令和７年度において取り組むべき主たる事業を次のとおり定め、社会情勢の変化に対応しつつ、
次の事業を推進していきます。

実施事業

１ 啓発普及事業

⑴ 情報化社会に対応するため、ホームページ等による情報の提供、収集の迅速化を図るな
ど、情報化事業に積極的に取り組みます。
⑵ 産業廃棄物処理に関する正しい認識と理解を深めてもらうために、各種媒体をとおして
啓発を行います。
⑶ 産業廃棄物の適正処理、再生利用等に関する会員の相談に幅広く応じ、必要な情報等を
提供します。また、排出事業者や一般県民からの相談に応じ積極的に会員業務の紹介を行
います。
⑷ 協会報 ｢ぎふ環境保全｣ を発行し、会員及び関係者に情報提供を行います。
⑸ ｢協会要覧｣ ( 会員名簿 )を発行し、会員の事業の周知を行います。
⑹ ｢オリジナル協会カレンダー｣ を作成、配布することによって当協会の紹介を行います。

２ 産業廃棄物管理票 ( マニフェスト ) の普及事業

⑴ 産業廃棄物の適正処理を推進するのに不可欠な産業廃棄物管理票 (マニフェスト )の普
及を図るため、公益社団法人全国産業資源循環連合会等が発行する産業廃棄物管理票 (マ
ニフェスト )を利用者に頒布します。
⑵ 国、岐阜県、岐阜市及び公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター等と連携しつつ、
電子マニフェストの普及促進に努めます。

３ 特定寄付

⑴ 当協会の事業に関連する施策を推し進めてもらうため、状況に応じて岐阜県に寄付を行
います。

共益事業

１ 組織強化事業

⑴ 健全な産業廃棄物処理業界の発展を目指し、引き続き新規会員の加入促進及び加入会員
の維持に努めます。
⑵ 優良会員等の表彰を行い、その功績を顕彰するほか、国、岐阜県及び公益社団法人全国
産業資源循環連合会等の表彰に際し、優良会員等を推薦します。
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特 集

⑶ 会員の許可期限及び更新手続きの案内を通知し、事務手続きを支援します。
⑷ 協会活動の健全な発展を図るため、協会の次世代を担う若者で構成する青年部会活動及
び協会の活性化と充実に寄与する女性部会を支援します。

２ 調査及び研修事業

⑴ 産業廃棄物処理に関する研修会等を開催し、会員の知識、技術の向上を図ります。
⑵ 産業廃棄物処理業の経営の改善、労働安全衛生の促進、不適正処理の防止、事業優良化
の促進を図るため、研修会等を開催します。
また、国及び岐阜県などの行う優良産廃処理業者認定制度等の情報を積極的に提供し、

合わせて優良認定の取得、優良認定業者紹介のために協会のホームページを活用して ｢事
業情報の公表｣ を行います。
⑶ 公益社団法人全国産業資源循環連合会をはじめとする関係団体が実施する産業廃棄物の
適正処理、再生利用、環境保全等に関する調査研究等へ積極的に参加するように努めます。
⑷ 産業廃棄物に関する情報や関係法令の改正等に係る資料を、｢保全協News｣、協会ホー
ムページ等を通じて、随時会員に提供します。
⑸ 会員に産業廃棄物処理等に関する図書の紹介、各種資料の提供を積極的に行います。
⑹ 産業廃棄物処理関係の会議等へ積極的に参加し、会員の要請に応じて産業廃棄物の適正
処理や再生利用に関する技術情報の提供等に努めます。

３ 協力交流事業

⑴ 公益社団法人全国産業資源循環連合会・中部地域協議会、公益財団法人日本産業廃棄物
処理振興センター、一般財団法人日本環境衛生センター等との交流を図り、情報の共有や
相互支援の確立に努めます。
⑵ 産業廃棄物関係団体が行う産業廃棄物、特別管理産業廃棄物処理業に関する各種講習
会、研修会の実施に協力します。
⑶ 産業廃棄物行政に係る改善の要望、産業廃棄物の適正処理や資源循環に関する官民の協
力関係の強化に努め、岐阜県と岐阜市と協会と連携を図り課題解決に努めます。
⑷ 市町村の災害廃棄物処理等復旧活動に協力します。
⑸ ｢公共工事の請負に関する経営事項審査に伴う防災協定に関する証明書｣ を発行します。
⑹ 災害時の廃棄物対策について情報共有を行うとともに、災害時の廃棄物対策に関する広
域連携 (県域を越えた連携 )について検討する大規模災害時廃棄物対策中部ブロック協議
会へ参加します。

４ 基金適正運営事業

⑴ 産業廃棄物対策基金の適正な運営管理を行います。
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行政ニュース

低濃度ＰＣＢ廃棄物処理の助成金事業が開始されました！
岐阜県環境エネルギー生活部廃棄物対策課
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行政ニュース
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全産連ニュース

公益社団法人全国産業資源循環連合会より ｢令和７年 ｢STOP！熱中症 クールワークキャ
ンペーン」の実施について (周知依頼 )」に関する資料提供です。なお実施要綱等は、別添リー
フレット内のＱＲコードからご覧ください。
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地 域 だ よ り
～岐阜県・現地機関ニュース～

揖斐地域の自然環境について
岐阜県揖斐県事務所環境課

揖斐地域は揖斐郡３町からなり、福井県と滋賀県に県境を接する揖斐川町、本巣市の西に隣接

する大野町、そして神戸町、垂井町に接する池田町で構成されており、岐阜県を靴の形に見立て

たとき、つま先の上部あたりに位置しています。

３町の合計面積は岐阜県の８％にあたる約 876㎢で、そのうち 92％を揖斐川町が占めています。

また人口の合計は約 62 千人で、揖斐川町 18 千人、大野町 21 千人、池田町 23 千人となっています。

揖斐地域の自然環境の特徴としては、山間部の多くが揖斐関ケ原養老国定公園あるいは伊吹県

立自然公園、揖斐県立自然公園に指定されており、人為的な行為に一定の制限があるとともに、

景観等にも配慮が求められている地域です。

また、揖斐地域の一部でもある伊吹山は、岐阜市内から西に見える象徴的な存在であり、特に

冬期に雪を頂く山の姿を、濃尾平野の西の砦と見る人もいると聞きますが、揖斐川町春日地域か

ら見る伊吹山は少し様相が異なっています。

令和６年７月に伊吹山南西部の滋賀県米原市伊吹地区において、豪雨による土石流が２度にわ

たり山麓の集落に流れ込み、甚大な被害があったところですが、この災害の原因の１つに、ニホ

ンジカの食害による植生衰退が影響していると指摘する新聞記事がありました。その後、伊吹山

を挟んで米原市の対角線にあたる揖斐川町の春日川合地区の ｢さざれ石公園｣ から急傾斜の農道

を進んだ先にある ｢薬草畑｣ を、伊吹山ドライブウェイから眼下に見たとき、ニホンジカの姿や

顕著な食害を目の当たりにしました。

土砂災害や雪崩の原因の１つは、地表に育つ草木類の衰退があると考えられますが、伊吹の薬

草でさえエサとするニホンジカを排除するためには、個体数調整 ( 捕獲 ) を行う必要があること

を強く感じるとともに、30 年以上前に、野生動物の保護や管理に関する全国シンポジウムに参

加した際、基調講演で当時高名な大学教授が ｢オオカミがいなくなった今、シカなど多産型の野

生動物を管理するのは人間しかいない｣ と熱弁されていた記憶が蘇りました。

さて、令和６年は全国各地でクマによる被害が多発した年となりましたが、揖斐地域において

も、６月にツキノワグマによる人身被害が発生しており、このほかにも人家に侵入した事案や、

放置した果樹を狙ってやってくる姿、林地に近い場所での工事などでも、多くの目撃情報等があ

りました。

このため揖斐県事務所では、地域の建設会社からの要請による、クマ安全対策講習会の開催や、

地域の建設業協会主催による技術講習会において、中山間地におけるクマ被害防止について講師

を務めるなど、注意喚起を図ってきたところです。
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「持続可能な地域社会の実現に向けた
まちづくりを目指して」

下呂市長 山 内 登

一般社団法人岐阜県産業環境保全協会の皆様並びに会員の皆様におかれましては、平素より産
業廃棄物の適正処理、再生利用に加え、環境保全に関する啓発活動など、多岐にわたる取り組み
に格別のご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。
岐阜県中東部に位置する当市は、市域面積851.21平方キロメートルの約９割を森林が占め、標

高は最高3,052ｍ、最低220ｍとその高低差が大きな特徴です。霊峰御嶽山をはじめとする山々に
囲まれ、｢日本三名泉｣の一つとして名高い下呂温泉に代表される温泉群を有し、豊かな自然環境
を活かした観光が盛んな地域です。
この自然環境を背景に、当市では持続可能な社会の実現に向けた取り組みを進めております。
廃棄物の減量化及び再生利用促進のため、令和４年度より導入しました『資源ごみステーション』
では、24時間体制でペットボトル及び飲食料用缶の回収を実施しており、排出量は年々増加傾向
にあります。これは、市民各位の環境問題に対する意識の高まりと、利便性の向上によるものと
考えております。一方、少子化の影響により、従来より各小中学校で行われてきた資源回収は規
模縮小を余儀なくされています。そこで小中学校において｢リサイクルステーション｣を設置し資
源ごみを回収する動きが拡大をみせています。この取り組みは、子どもたちの環境教育の場とな
るだけでなく、地域住民の皆様にとっても身近なリサイクル拠点となることが期待されます。加
えて、市から支給される資源回収奨励金は、ＰＴＡ活動の運営費を支援する一助となり、学校と
地域社会との連携強化にも繋がっています。
また、当市では令和６年５月に『ゼロカーボンシティ宣言』を表明し、2050年までの二酸化炭素
排出量実質ゼロを目標としました。市域の９割以上を占める森林は、二酸化炭素の吸収量が多
く、2050年には排出量を上回ると予測されています。この強みを活かし、令和５年に策定した
『下呂市森林づくり基本計画』に基づき、100年先を見据えた森林づくりを推進しています。具体
的には、森林環境譲与税を活用し、森林経営管理制度に沿って森林整備を実施しています。森林
整備は地球温暖化の緩和だけでなく、自然災害の防止、森林浴や自然体験など、市民生活に不可
欠な多岐にわたる役割を果たします。さらに、ゼロカーボンシティ実現に向け、地球温暖化対策
を重点とした『下呂市環境基本計画』を令和７年度中に改定します。改定後の計画では、再生可能
エネルギーの導入拡大、森林資源の適切な管理・整備、廃棄物削減と資源循環の促進を柱とした
施策を盛り込みます。今後も更なる廃棄物の資源化に対する施策を推進し、市民一人ひとりが環
境問題への意識を高め主体的に行動できるよう、市民・事業者・行政が互いに連携協力しながら
一体となりそれぞれの役割を担いながら、持続可能な地域社会の実現に向けたまちづくりを推進
してまいります。
最後になりましたが、貴協会の増々のご発展と会員の皆様のご健勝とご活躍を心よりお祈り申
し上げます。

わがまちの環境保全と対策

シ リ ー ズ
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協 会 だ よ り

〈(一社)岐阜県産業環境保全協会〉

○理事会の開催
｢第５回理事会｣

令和６年度第５回理事会が、令和７年２
月27日㈭に｢ＯＫＢふれあい会館｣で開催さ
れました。

最初に報告事項として次の事が報告さ
れました。
⑴ 会議等報告
・(公社)全国産業資源循環連合会令和６年

度第２回最終処分部会運営委員会及び令
和６年度第２回処分場早期安定化分科会
(運営委員会と合同会議)
(会議室とZOOMによるハイブリッド開
催)

・(公社)全国産業資源循環連合会中部地域
協議会令和６年度第３回専務理事会議

・(公社)全国産業資源循環連合会中部地域
協議会令和６年度災害廃棄物支援協定担
当者会議

・(公社)全国産業資源循環連合会令和６年
度全国正会員事務局責任者会議
(会議室とZOOMによるハイブリッド開
催)

・(公社)全国産業資源循環連合会中部地域
協議会令和６年度第２回会長会議

・(公社)全国産業資源循環連合会中部地域
協議会令和６年度第２回全体会議

・(公社)全国産業資源循環連合会令和６年
度全国正会員会長会議

・第17回大規模災害廃棄物対策中部ブロッ
ク協議会(web会議)

・第22回大規模災害廃棄物対策中部ブロッ
ク協議会幹事会(web会議)

・2025年度許可等講習会における事務取扱
説明会(web会議)

⑵ 委員会報告

・総務委員会
第２回委員会の開催結果について

・研修指導委員会
第２回委員会の開催結果について

・広報編集委員会
第４回委員会の開催結果について
活動報告について

・組織強化委員会
第２回委員会の開催結果について

⑶ 青年部会動向について
・第７回、第８回役員会議(12月25日、１

月14日)開催結果について
・持続的成長と事業継承セミナー(12月６

日)の開催(青年部・女性部合同開催)
⑷ 女性部会動向について
・持続的成長と事業継承セミナー(12月６

日)の開催(青年部・女性部合同開催)
続いて次の議案について審議が行われ、い

ずれも原案どおり可決承認されました。
第１号議案 令和７年度事業計画(案)につ

いて
第２号議案 令和７年度予算(案)について
第３号議案 令和７年度優良会員等会長表

彰の被表彰者の選考について
第４号議案 新規加入会員の承認について
第５号議案 第14回定時総会の開催について
なお、｢会員の状況｣については第4号議案

に併せて報告されました。

第５回理事会
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○委員会の開催
・総務委員会(１月22日開催)

第２回委員会を開催し、委員会が所掌す
る｢令和７年度事業計画｣について協議を行
い、従来の計画を継承することとしました。

また、労働安全衛生研修会について７年
度は、現地視察ではなく講義形式により実
施することや再構築された５圏域ごとの支
部からなる協会の災害対応組織体制の運用
マニュアルについて今後具体的に検討する
こととしました。

・研修指導委員会(１月16日開催)
第２回委員会を開催し、委員会が所掌す

る｢令和７年度事業計画｣について協議を行
い、従来の計画を継承することとしました。

７年度の研修については法令講習会の
ほか、以前行っていた視察研修や例えば
チャットＧＰＴの活用事例研修といった興
味がわく研修、また今後の県政の方針を視
野に入れた研修について今後検討すること
としました。

・広報編集委員会(１月30日開催)
第４回委員会を開催し、委員会が所掌す

る｢令和７年度事業計画｣について協議を行
い、従来の計画を継承することとしました。

協会報｢ぎふ環境保全｣令和７年度編集方
針について、第142号の編集方針について
協議を行い、方針どおり進めることとしま
した。

協会リーフレットの企画、構成、制作に
ついて新たに取り組むことになりました。

実施事業としては｢令和７年版オリジナ
ルカレンダー｣を12月に｢ぎふ環境保全｣第
141号を１月にそれぞれ作成配布しました。

・組織強化委員会(１月27日開催)

第２回委員会を開催し、委員会が所掌す
る｢令和７年度事業計画｣について協議を行
い、従来の計画を継承することとしました。

協会リーフレットについてメリットを作
成し、今後は広報編集委員会に企画、構
成、制作を引き継ぎました。

〈(公社)全国産業資源循環連合会〉

○令和６年度第２回最終処分部会
運営委員会及び令和６年度第２
回処分場早期安定化分科会(運営
委員会との合同会議)
令和６年12月12日(木)ハイブリッド形式

で開催され、運営委員会では、｢令和７年度
最終処分部会事業計画(案)｣が協議されまし
た。その後の合同会議では｢ＰＦＡＳについ
て｣、｢廃棄物最終処分場廃止基準の調査評価
方法｣が協議されました。

当協会からは、大坪会長が出席しました。

○令和６年度全国正会員事務局責
任者会議
令和７年２月４日(火)にWebで開催さ

れ、｢令和７年度事業計画骨子について｣、｢
マニフェスト譲渡価格の改定について｣、｢令
和７年度の安全衛生事業について｣、｢令和７
年度の許可講習会について｣、｢定時総会にお
ける会長表彰式の実施について｣等の説明を
受けた後に意見交換しました。

当協会からは、長澤専務理事代行兼事務局
長が出席しました。

○令和６年度全国正会員会長会議
令和７年２月19日(水)に東京都内の衆議院

憲政記念館で開催され、｢令和７年度事業計
画骨子について｣、｢令和７年度税制改正要望
及び結果の概要について｣、｢令和７年度総
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会・40周年事業及び全国大会について｣が承
認されました。

○2025年度許可講習会における事
務取扱説明会
令和７年２月26日(水)にWeb開催で行わ

れ｢2025年度許可等講習会の運用について｣、
｢説明会資料に関する質問事項への回答｣、
｢2024年度許可講習会に関する要望事項への
回答｣等について説明がされました。

当協会からは村瀬書記が出席しました。

〈中部地域協議会〉

○令和６年度第３回専務理事会議
令和７年２月３日(月)に愛知県豊川市内の

加山興業㈱本社会議室で開催され、｢令和６
年度中部地域協議会収支決算見込みについて
｣、｢令和７年度中部地域協議会事業計画(案)
について｣、｢令和７年度中部地域協議会収支
予算(案)について｣、｢令和７年度許可講習会
試験日程(案)について｣、｢令和７年度(公社)
全国産業資源循環連合会会長表彰について
｣、｢全産連各委員会・部会運営委員会委員の
立場及び意見集約の要否について｣、｢全産連
各種委員会・部会運営委員会の報告について
｣協議が行われました。会議の後、｢加山興業
㈱リサイクルプラント｣の施設見学が行われ
ました。

当協会からは、長澤専務理事代行兼事務局
長が出席しました。

○令和６年度災害廃棄物支援協定
担当者会議
専務理事会議後、引き続き開催され｢各県

協会における災害廃棄物処理に関する取組状
況｣について協議が行われました。

当協会からは、長澤専務理事代行兼事務局

長が出席しました。

○令和６年度第２回会長会議
令和７年2月17日(月)に、静岡県静岡市内

の｢グランディエール ブケトーカイ｣で開催
され、会長の意見交換等が行われました。

この会議には、大坪会長が出席しました。

○令和６年度第２回全体会議
令和７年2月17日(月)に、会長会議の後に

開催され、中部四県の会長、副会長等が参加
し、｢令和６年度中部地域協議会収支決算見
込みについて｣、｢令和７年度中部地域協議会
事業計画(案)について｣、｢令和７年度中部地
域協議会収支予算(案)について｣、｢令和７年
度許可講習会開催日程(案)について｣、｢令和
７年度(公社)全国産業資源循環連合会会長表
彰について｣、｢全産連各委員会・部会運営委
員会委員の立場及び意見集約の要否について
｣、｢全産連各種運営委員会等の報告について
｣、｢(公社)全国産業資源循環連合会と各県協
会との意見交換について｣等について協議が
行われました。

この会議には、大坪会長、丹羽副会長、木
村副会長、石原副会長、長澤専務理事代行兼
事務局長が出席しました。

〈大規模災害時廃棄物対策中部
ブロック協議会〉

○大規模災害時廃棄物対策中部ブ
ロック協議会
令和７年２月19日(水)に第17回大規模災害

時廃棄物対策中部ブロック協議会が富山市内
の｢富山県民会館｣において開催され、｢災害
廃棄物対策関連の主な国の動き｣、｢災害廃棄
物中部ブロック広域連携計画の見直しの考え
方｣、令和７年度大規模災害時廃棄物対策中

協 会 だ よ り
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部ブロック協議会等の開催予定｣について報
告を受けた後、意見交換が行われました。

当協会からは、長澤専務理事代行兼事務局
長がWebにより出席をしました。

○大規模災害時廃棄物対策中部ブ
ロック協議会幹事会
第22回大規模災害時廃棄物対策中部ブロッ

ク協議会幹事会が｢協議会｣に引き続いて開催
され、｢事例紹介 富山県における災害廃棄
物対策について｣、｢令和６年度中部ブロック
協議会活動の実施結果について｣、｢中部ブ
ロック広域連携計画の見直しについて｣報告
を受けた後、意見交換が行われました。

当協会からは、長澤専務理事代行兼事務局

協 会 だ よ り

長がWebにより出席をしました。

〈その他〉

○令和６年度岐阜県ＰＣＢ廃棄物
処理推進連絡会
令和７年３月19日(水)に岐阜県主催の令和

６年度岐阜県ＰＣＢ廃棄物処理推進連絡会
が、岐阜県庁において開催され｢ＰＣＢ廃棄
物に係る県の対応状況の報告について｣、｢Ｐ
ＣＢ(高・低濃度)処理推進について｣、｢登
録再開後の登録等の状況について｣等説明の
後、意見交換が行われました。

当協会からは、長澤専務理事代行兼事務局
長が出席しました。

会員数の状況

(令和 7年 4月 １日現在)

正 会 員        ２８４

賛 助 会 員          ５５

特 別 会 員            ２

合 計        ３４１

加 入 日 会 員 名
代表者職氏名

住 所
電話番号 会員区分

３月１日 濃尾第一生コン 株式会社
代表取締役 丹羽 雅実

〒504-0922
岐阜県各務原市前渡東町9-98

☎058-386-9373
正 会 員

３月１日
日本テクノ 株式会社
中部支店 岐阜営業所
支店長 山田 雄一

〒500-8856
岐阜市橋本町2-8
濃飛ニッセイビル8階

☎058-255-2880
賛助会員

新規加入会員の紹介

優良産業廃棄物処理業者認定会員の紹介

会員名 住 所 電 話 認定年月日 許可区分

メディカル・
ヒーロン㈱

〒501-3109
岐阜市向加野2-16-5 (058)241-0265 令和６年９月24日

岐阜市
・産業廃棄物収集運搬業
・特別管理産業廃棄物

収集運搬業
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〈青年部会の動向～未来人～〉

○｢全国産業資源循環連合会青年部会中部ブロック研修会及び懇親会｣を
開催しました。
令和７年２月21日(金)に｢全国産業資源循環連合会青年部会中部ブロック研修会及び懇親会｣を

行いました。
事業内容としましては、全国産業資源循環連合会青年部会中部ブロックの４県の青年部会が岐

阜県に集まり、岐阜市にございます、ACグランドでボーリング大会を行いました。ボーリング
大会には計34名が参加しました。体を動かしながら、他県の方々ともいつもよりフランクな形で
懇親を図ることができ、他県の青年部会の方々も大変喜んでいただけました。その後岐阜市にご
ざいます、ダイニングてっぺんで懇親会を行いました。

ボーリング大会の表彰や、レクリエーション行い、楽しい時間を過ごすことができました。今
回、岐阜県メンバーは他県の方々をおもてなしする側で、いろいろ試行錯誤しながら企画、会場
設営などに励んでいただきました。今回のこの事業の設営等で学んだことを、また岐阜県の事業
を行う際に活かしていただきたいです。

引き続き岐阜県青年部会は活発的に活動していきますので、よろしくお願いいたします！

全産連青年部会中部ブロックボーリング大会の様子

○役員会を次のとおり開催しました。
令和６年度第７回役員会(12月25日開催)第８回役員会(１月14日開催)第９回役員会(２月27日

開催)第10回役員会(３月27日開催)
主な議題について
・中部ブロック懇親事業開催について
・第22回定時総会開催について

◎青年部会に加入しませんか_^)/＼(＾。
当部会は部会員相互の融和親睦と理解を深め産業廃棄物の適正な処理及

び再資源化等に関する知識、技術の習得等教養を高め、企業経営者として
人格形成を目指しています。

当協会会員の方だけでなく、会員企業後継者や会員企業の従業員の方で
も、加入したい、話を聞いてみたいと思われる方は(一社)岐阜県産業環境
保全協会事務局(TEL058-272-9293)までご連絡ください。

親睦会の様子

活動内容はこちらより
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<女性部会の動向～れんげ～>
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◇環境エネルギー生活部
現 職 名 転 入 者 転  入  前  職  名 前 任 者 転  出  先  職  名
部 長 平 野 昌 彦 県土整備部次長 渡 辺 幸 司 観光文化スポーツ部長
次 長 吉 川 尚 文 環境生活政策課長 西 千 代 美 子ども・女性部次長

◇廃棄物対策課
現 職 名 転 入 者 転  入  前  職  名 前 任 者 転  出  先  職  名
課 長 安 藤 英 樹 環境管理課長 山内 康裕 薬務水道課長
(管理調整係)

課長補佐兼
係長 古 野 直 美

広報課
管理広聴係課長補佐兼
係長

名和 玲子 わかあゆ学園
管理調整係長

(資源循環推進係)

主 査 千 田 啓 介 管財課
管理調整係 主査 安藤 英之 岐阜地域環境室

課長補佐

主 任 宮 原 紀 子 人事委員会事務局
管理調整係 主任 早川 祐未 文化創造課主任

主 事 林 和 香 (新規採用）
(一般廃棄物係)

係 長 上 野 真 一 廃棄物対策課
産業廃棄物係長 筑本 貴郎

環境管理課
土壌環境係
技術課長補佐兼係長

技術主査 富 田 美 幸 （昇任）
(産業廃棄物係)

係長心得 長 井 基 幸
薬務水道課
毒劇物・水道係
係長心得

上野 真一 廃棄物対策課
一般廃棄物係長

技術主査 竹 中 弘 明 （昇任）

主任技師 佐 藤 瑞 翔
環境管理課
水環境係
主任技師

澤 田  渡 環境省

(監視指導係)

主 任 水 野 友 裕
岐阜地域環境室
廃棄物対策係
主任

古田 博勅 飛騨保健所
係長心得

主 任 竹 腰 圭 司 検査監督課
主査(再任用）

岐阜市の人事異動(関係分)
◇産業廃棄物指導課
現 職 名 転 入 者 転 入 前 職 名 前 任 者 転  出  先  職  名

課 長 高 橋 知 克 監視指導係長(主幹） 篠 田 桂 一 ―
審査係長
（副主幹) 篠 田 桂 一 環境対策審議監

兼課長 彦 坂 憲 一 福祉部介護保険課給付
係長(副主幹）

監視指導係長
（主査） 塩 谷 和 明 図書館

事業係長(主査） 高 橋 知 克 ―

主 査 玉 井 長 久 福祉事務所
生活福祉二課(主査） 西 澤 基 広

基盤整備部
基盤整備政策課
（副主査）

岐阜県及び岐阜市の令和７年４月１日付で行われた、人事異動をお知らせします。また、岐阜県
の「環境生活部」は「環境エネルギー生活部」に名称変更されました。

岐阜県の人事異動(関係分)

お 知 ら せ
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<電子マニフェストシステム(愛称：JWNET)の加入申込み>
ー事業者のマニフェスト事務の効率化のためにー

1 申込み方法
(公財)日本産業廃棄物処理振興センターホームページのWeb申込フォームから申込みして

ください。

2 利用料金
⑴ 排出事業者

岐阜県内の加入状況
令 7

⑵ 収集運搬業者

⑶ 処 分 業 者

3 問い合わせ先
(公財）日本産業廃棄物

処理振興センター

ホ ムペ ジアドレス

https://www.jwnet.or.jp/jwnet/

JWNETサポ トセンタ

▼電話サポート 対応時間
【平日 ９：00～12：00、13：00～16：30】

電話：0800 800 9023

(フリ アクセス、通話料無料)

※IP電話等フリーアクセスがご利用で
きない場合は､03‒５８０７‒５９１4まで
おかけください。

利用区分 A料金 B料金 C料金
（団体加入料金）

基 本 料
（１年間） 26,400円 1,980円 110円

使 用 料
（登録情報１件につき） 11円 (90件まで無料)

22円
(5件まで無料)

22円

利用区分の目安と
なる年間登録件数 2,401件以上 2,400件以下 ―

加 入 区 分 加 入 者 数

排 出 事 業 者 ５ , 4 5 1

収 集 運 搬 業 者 5 3 3

処 分 業 者 1 8 3

合 計 ６ , 1 6 7

利用区分 ⑵収集運
搬業者

⑶ 処 分 業 者
処分報告
機能のみ

※１

処分報告機能+２次登録機能※２

A料金 B料金

基 本 料
（１年間） 13,200円 13,200円 26,400円 13,200円

使 用 料
（登録情報１件につき） ― ― 11円 (90件まで無料)

22円

利用区分の目安と
なる年間登録件数 ― ― 1,381件以上 1,380件以下

排出事業者の加入単位 排出事業場単位または排出事業場を管轄する
本社、支店、営業所単位など

※ 1 処分終了報告、最終処分終了報告を行う機能のみの料金です。
※ 2 上記１の機能と併せて、中間処理後の残さを電子マニフェスト

登録 ( ２次マニフェスト登録 ) する機能の料金です。

収集運搬業者の加入単位
業者単位で加入、１業者の複数加入も可能

処分業者の加入単位
処分事業場単位 ( 同一敷地内に中間処理施設及び最終処分施設が
ある場合、１事業場とすることも可能 )

お 知 ら せ
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お 知 ら せ

 〇保全協Newsについて

令和７年３月11日(第219号)で会員の皆様にお知らせした内容は次の項目です。
１ ２０２５年度講習会開催日程について

 各種お知らせ(随時分)

会員の皆様にメール、ＦＡＸ及び郵送によりお知らせした内容は次の項目です。
・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令の施行について
・資源循環の促進のための再資源化事業等の高度化に関する法律の一部施行について
・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令等の施行について

 事務局からのお願い

※会員各位
〇社名・代表者職氏名・所在地・電話番号・ＦＡＸ番号に変更が生じた場合は、事務

局へＦＡＸにてご連絡ください。
〇ホームページを開設された場合は、ホームページのアドレスを事務局へＦＡＸに

てご連絡ください。
〇電子マニフェストに加入された場合は、(公財)日本産業廃棄物処理振興センター

発行の電子マニフェスト加入証の写しを事務局へ送付ください。

※正会員(処理業者)各位
〇許可証の内容に変更が生じた場合は、該当する許可証の写しを速やかに事務局へ送付くださ

い。
〇許可更新後に許可証の写しを事務局へ送付ください。

 ＧＷ休業(４月26日(土)～５月６日(火))について

ゴールデンウィークの時期には、大半の会員企業が休業とされていることから、当協会の事務
局でも下記のとおり事務所を閉じさせていただきます。

４/26 ４/27 ４/28 ４/29 ４/30 ５/ １ ５/２ ５/ ３ ５/ ４ ５/ ５ ５/ ６

土曜日 日曜日 閉所日 祝日 閉所日 閉所日 閉所日 祝日 祝日 祝日 振替休日














